
昭 和54 年11 月20 日

区のお知らせ
第492号( 1)

足 立 区
編集/企画部広報課

足 立 区 千 住 一 丁 目50

( 882) 1111

第二庁舎　( 889) 6161

人権身の上相談
勤め先、その他で、人権を侵害

されたとか、身の上のことでお困
りのとき、どうぞご利用ください。
東京法務局職員・足立区人権擁護
委員が相談に応じます。相談の秘
密は堅く守ります。相談日は毎月
第3金曜日、午後1時～4時　区
役所( 1 階) 区民 相談室

秋の火災
予 防運動

11月26日から

今
年
も
、
十
一
月
二
十
六
日
か
ら
十
二
月
二
日
ま
で
、
秋
の
全
国
火
災

予
防
運
動
が
繰
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
ま
す
。
十
一
月
か
ら
三
月
に
か
け
て
の
冬

場
は
、
石
油
ス
ト
ー
ブ
な
ど
の
暖
房
器
具
を
使
う
こ
と
か
ら
、
一
年
の
う

ち
で
も
最
も
火
事
の
多
い
季
節
で
す
。
区
民
一
人
ひ
と
り
が
防
火
・
防
災

に
心
が
け
、
火
災
や
地
震
な
ど
の
災
害
か
ら
、
尊
い
人
命
や
財
産
を
守
り

ま
し
ょ
う
。

今
年
の
運
動
は
、
「
防
災
は
自
ら

の
手
で
″一家
庭
も
、町
も
、職
場
も

」

を
合
い
言
葉
に
、
次
の
こ
と
を
重
点

に
す
す
め
ら
れ
ま
す
。

◎
火
災
か
ら
命
を
守
ろ
う

火
災
に
よ
る
死
者
の
傾
向
を
み
る

と
、
老
人
、
乳
幼
児
、病
人
が
多
く
、

ま
た
、死
に
至
っ
た
経
過
を
み
る
と
、

発
見
が
遅
れ
、
逃
げ
遅
れ
た
も
の
、

救
助
や
物
を
取
り
に
も
ど
っ
て
逃
げ

ら
れ
な
く
な
っ
た
も
の
、
泥
酔
な
ど

で
火
災
に
気
ず
か
な
か
っ
た
も
の
等

が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
そ
こ
で
、
火
災

を
早
く
知
る
た
め
の
備
え
や
、
確
実

な
避
難
手
段
を
確
保
す
る
な
ど
の
対

策
を
、
ふ
だ
ん
か
ら
た
て
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

◎
身
近
な
火
災
危
険
を
な
く
そ
う

東
京
で
は
、毎
年

、約
(
千
件
の
火

災
が
発
生
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
う

ち
半
数
以
上
は
、
放
火
、
た
ば
こ
、

火
遊
ぴ
、
ガ
ス
こ
ん
ろ
、
た
き
火
に

よ
る
も
の
で
す
。
特
に
今
年
は
、
放

火
、
火
遊
び
が
昨
年
同
期
に
比
較
し

て
大
幅
に
増
加
し
て
い
ま
す
。
そ
こ

で
、
放
火
、
火
遊
び
を
防
ぐ
た
め
に

隣
近
所
の
連
帯
を
強
め
る
な
ど
の
対

策
を
た
て
て
お
き
ま
し
I
つ
。

ま
た
、
火
を
使
う
機
会
が
多
く
な

る
こ
と
か
ら
火
気
使
用
設
備
器
具
の

防
火
チ
エ
y
ク
等
を
行
な
う
と
と
も

に
、
石
油
事
情
の
悪
化
に
と
も
な
う

灯
油
等
の
違
法
な
貯
蔵
を
防
止
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
身
近
な
火
災
危
険

を
な
く
し
ま
し
I

つ
。

◎
地
震
に
備
え
よ
う

地
震
に
よ
る
被
害
を
少
な
く
す
る

た
め
に
は
、
出
火
防
止
と
と
も
に
初

期
消
火
を
徹
底
す
る
こ
と
が
絶
対
の

要
件
で
す
。
東
京
は
、
大
規
模
地
震

対
策
特
別
拑
置
法
に
も
と
づ
く
地
震

防
災
対
策
強
化
地
域
に
指
定
さ
れ
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
東
海
地
域
に
大
地

震
が
発
生
す
れ
ば
、
震
度
五
程
度
が

予
想
さ
れ
る
こ
と
か
ら
事
前
に
十
分

な
対
策
を
と
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

そ
こ
で
、
家
庭
も
、町
も
、職
場
も

大
規
模
地
震
発
生
に
と
も
な
う
事
前

の
対
策
を
す
す
め
る
と
と
も
に
、
防

災
訓
練
等
に
積
極
的
に
参
加
し
て

、

初
期
消
火
、
応
急
救
護
な
ど
の
要
領

を
体
得
し
、
そ
の
技
術
を
高
め
ま
し

ょ
う
。こ

れ
く
ら
い
と
思
う

油
断
を
火
が
狙
う
!

家
庭
で
は
主
婦
が
、
町
で
は
防
災

リ
ー
ダ
ー
か
、
職
場
で
は
防
火
管
理

者
等
が
中
心
と
な
っ
て
次
の
こ
と
を

す
す
め
ま
し
ょ
う
。

家
庭

▽
火
災
を
早
く
知
る
た
め
に
簡
易
型

火
災
警
報
器
等
を
備
え
る

▽
老
人
や
子
ど
も
、
病
人
な
ど
の
就

寝
場
所
の
安
全
チ
エ
'
ク
を
行
な

う
と
と
も
に
、
二
つ
以
上
の
避
難

方
法
を
決
め
て
お
く

▽
老
人
や
体
の
不
自
由
な
人
が
使
う

寝
具
等
は
、
で
き
る
だ
け
防
炎
製

品
を
使
う

▽
放
火
さ
れ
な
い
よ
う
に
、
家
の
周

囲
を
整
理
、
整
と
ん
す
る

▽
寝
た
ば
こ
は
絶
対
に
し
な
い
、
さ

せ
な
い

▽
子
ど
も
に
火
遊
ぴ
や
た
き
火
を
さ

せ
な
い
、
ま
た
見
つ
け
た
ら
や
め

さ
せ
る

▽
ガ
ス
こ
ん
ろ
や
、
風
呂
か
ま
ど
等

の
火
気
使
用
器
具
の
防
火
チ
ェ
ッ

ク
を
行
な
い
、
悪
い
箇
所
を
整
備

す
る

▽
火
を
使
う
場
所
を
整
理
・
整
と
ん

し
、
防
火
的
に
改
善
す
る

▽
消
火
器
や
簡
易
消
火
用
具
等
を
備

え
、
い
つ
で
も
使
え
る
よ
う
に
し

て
お
く

▽
町
会
や
自
治
会
等
の
初
期
消
火
訓

練
等
に
積
極
的
に
参
加
す
る職

場

▽
非
常
口
や
通
路
に
は
、
避
難
の
障

害
と
な
る
も
の
を
置
か
な
い

▽
避
難
設
備
を
点
検
し
、
い
つ
で
も

使
え
る
よ
う
に
し
て
お
く

▽
火
気
使
用
設
備
器
具
の
防
火
チ
ェ
y

ク
を
行
な
い
、
悪
い
簡
所
を
乾一

備
す
る

▽
消
防
用
設
備
等
の
定
期
点
検
を
行

な
い
、
不
良
箇
所
を
整
備
す
る

▽
バ
ー
や
飲
食
店
等
が
混
在
す
る
複

合
用
途
建
物
で
は
、
防
火
管
理
体

制
を
強
化
す
る

▽
防
火
管
理
者
を
遇
任
し
て
い
な
い

事
業
所
は
、
防
火
管
理
者
を
選
任

し
て
消
防
(
防
災
)
計
画
を
作
成

す
る

▽
事
業
所
も
地
域
で
の
役
割
を
分
担

し
、
町
ぐ
る
み
の
初
期
消
火
、
応

急
救
護
な
ど
す
す
ん
で
協
力
す
る

▽
消
防
(
防
災
)
計
画
に
基
づ
き
、

防
災
教
育
や
総
合
防
災
訓
練
を
行

な
う

町

▽
町
ぐ
る
み
で
出
火
防
止
、
初
期
消

火
、
応
急
救
護
な
ど
の
訓
練
を
行

な
う

▽
ふ
だ
ん
か
ら
、
隣
近
所
で
話
し
合

い
、
町
ぐ
る
み
の
自
主
的
な
防
災

協
力
体
制
を
た
て
て
お
く

家
庭
・
町
・
職
場

▽
放
火
さ
れ
な
い
環
境
そ
つ
く
る
た

め
に
、
お
互
い
に
注
意
し
あ
う
な

ど
隣
近
所
の
連
帯
を
強
く
す
る

▽
た
ぱ
こ
の
投
げ
捨
て
は
し
な
い
、

さ
せ
な
い
な
ど
、
喫
煙
管
理
を
励

行
す
る

▽
石
油
事
情
の
悪
化
な
ど
に
と
も
な

い
、
灯
油
等
の
違
法
な
貯
蔵
や
取

り
扱
い
を
し
な
い

▽
液
体
燃
料
を
使
う
ス
ト
ー
ブ
や
火

気
使
用
設
備
は
、
対
震
安
全
装
置

の
点
検
お
よ
び
贋
掃
を
励
行
す
る

▽
救
急
用
品
や
ヘ
ル
メ
y
卜
等
の
防

災
用
品
を
備
え
る

▽
地
震
の
警
戒
宣
言
が
発
令
さ
れ
た

場
合
に
お
け
る
対
応
を
、
ふ
だ
ん

か
ら
考
え
て
お
く

く
わ
し
く
は
、
お
近
く
の
消
防
署

へ
。

足立区の火災状況

区内では、今年1 月
から、10月25日まで
に次のような被害が
発生してい ます。

火災発生件数
350件

焼 損 面 積
7, 854m2

損 害 額
12億9千135万円

死 者
12名

負 傷 者
75名

ふりか える　ゆとりで 防ぐ 　大火 災

環
境
づ
く

り
区
民
大
会

明
る
く
住
み
よ
い
町
に

こ
の
大
会
は
、
明
る
く
住
み
よ

い
町
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
、「
新
生

活
連
動
弌

「
交
通
安
全
運
動

」
、

「
献
血
運
動
」
の
推
進
を
は
か
る

も
の
で
す
。

大
会
で
は

、展
示
の
ほ
か
、不
用

品
交
換
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
ま
す
。

秋
の
一
日
、
皆
さ
ん
お
誘
い
合
わ

せ
の
う
え
、
お
い
で
く
だ
さ
い
。

日
時
　
十
一
月
二
十
一
日
(
水
)

午
前
十
時～
午
後
三
時

場
所
　
産
業
振
興
館
二
階
・
三
階

催
し
物
　
(

三
階
会
議
室
)

▼
映
画
・・・
わ
た
し
た
ち
の

足

立
i

境
編
」

▼
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
・
Nシ
'
ン

▼
小
中
学
校
児
童
生
徒
の
交
通
安

全
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
入
選
作
朗

読
▼
表
彰
式
…
新
生
活
運
動
優
良
推

進
委
員
、地
区
優
良
推
進
員
、交

通
安
全
功
労
者
・
団
体
、
献
血

功
労
者
、
交
通
安
全
図
画
ポ
ス

タ
ー
、
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
、
花

い
っ
ぱ
い
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
団

体
お
よ
び
入
賞
校

展
示
と
相
談
(
二
階
ホ
ー
ル
)

▼
不
用
品
を
ま
た
便
い
ま
し
I

つ

コ
ー
ナ
ー
(
展
示
さ
れ
た
品
物

は
、
有
効
に
利
用
し
て
も
ら
う

た
め
、交
換
会
を
行
な
い
ま
す
)

▼
電
気
、
ガ
ス
、
水
道
等
相
談
コ

ー
ナ
ー

▼
花
と
緑
の
相
談
コ
ー
ナ
ー

▼
花
い
っ
ぱ
い
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞

花
壇
写
真
コ
ー
ナ
ー

▼
交
通
安
全
図
画
、
ポ
ス
タ
ー

コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
作
コ
ー
ナ
ー

▼
緑
の
写
真
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞

作
品
コ
ー
ナ
ー

主
催
　
足
立
区
、
区
新
生
清
運
動

推
進
委
員
会
、
区
交
通
安
全
協

議
会
、
区
献
血
運
動
推
進
協
会

協
力
　
都
水
道
局
、
東
京
電
力
、

東
京
ガ
ス

問
合
せ
先
　

環
境
課

プロパンガスは
正 しく
使いましょう

プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
を
使
用
す
る
場

合
は

、
次
の
こ
と
を
守
り
、
事
故

防
止
に
努
め
ま
し
I

つ
。

★
使
わ
な
い
元
栓
に
は
、
ゴ
ム
キ

ャ
ッ
プ
を
つ
け
る
。

★
器
具
は
時
々
、
手
入
れ
を
し
、

ゴ
ム
ホ
ー
ス
は
早
め
に
取
り
か

え
る
。(
ホ
ー
ス
に
石
け
ん
水

を
ぬ
る
と
、
ガ
ス
が
も
れ
て
い

る
簡
所
は
、
ア
ワ
が
出
ま
す
)

★
着
火
の
確
認
を
す
る
。

★
ガ
ス
の
使
用
後
、
必
ず
元
栓
も

閉
め
る
よ
う
心
が
け
る
。
就
寝

前
や
外
出
前
に
、
も
う
一
度
、

元
栓
の
確
認
を
す
る
。

★
L
P

ガ
ユ
漏
れ
警
報
器
を
取
り

付
け
る
と
き
は
、
高
圧
ガ
ス
保

安
協
会
検
定
合
格
品
(

グ
リ
ー

ン
ラ
ベ
ル
の
つ
い

て
い
る
も

の
)
を
取
り
付
け
る
。

★
L
P

ガ
ス
販
売
店
が
消
費
設
備

の
総
点
検
実
施
中
で
す
。
総
点

検
を
必
ず
う
け
る
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

問
合
せ
先
　
都
公
害
局
防
止
助
成

部
高
圧
ガ
ス
課
　
　

ニ

ー
四
1

七
四
一
一

台風20号による

税の減免等について

さ
る
十
月
十
九
日
の
台
風
に
よ
る

被
害
を
受
け
、
次
に
該
当
す
る
方
に

税
の
減
免
と
納
税
の
猶
予
の
取
り
扱

い
を
し
ま
す
。
お
早
め
に
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

□
都
民
税
・
特
別
区
民
税
・
・
・
床
上
浸

水
ま
た
は
、
全
資
産
の
三
割
以
上
の

被
害
を
受
け
た
こ
と
に
よ
り
生
活
困

難
と
な
っ
た
方

く
わ
し
く
は
、
区
役
所
ま
た
は
、

第
二
庁
舎
の
課
税
課
、
納
税
課
へ
。

□
固
定
資
産
税
・
個
人
事
業
税

く
わ
し
く
は
、
足
立
都
税
事
務
所
(

(
(
ニ
ー
ニ
二

こ

へ

。

□
所
得
税
(
昭
和
五
十
四
年
度
分
)

く
わ
し
く
は
、足
立
税
務
署
(
　
(
(
(
-

六
二
四
一
)
・
西
新
井
税
務

署
(
　
(

四
〇
-
一
一
一
一
)
へ
。

ご家族づれでご利用ください

湯河原区民保養所「あだち荘」

保
養
所
の
付
近
に
は
、
手
軽
な
(

イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
が
多
数

あ
り
ま

す
。昼
は
散
策
、夜
は
温
泉
で
寒
さ
を

吹
き
飛
ば
し
て
は
い
か
が
で
す
か
。

申
込
方
法
　
一
月
分
の
受
付
を
十
二

月
一
日
(
土
)
か
ら
闥一
始
し
ま
す
。

一
日
は
、
区
役
所
七
階
で
午
前
九

時
か
ら
抽
せ
ん
し
ま
す
。

な
お
、
そ
の
後
の
空
室
の
申
し

込
み
は
、
十
二
月
分
の
空
室
も
含

め
て
、
利
用
し
た
い
日
の
三
日
前

ま
で
区
民
係
で
受
け
付
け
ま
す
。

休
館
日
　
十
二
月
十
一
日
・
十
二
日
・

二
六
日
～
一
月
四
日
・
(
日
・
九

日
・
二
十
二
日
・
二
十
三
日

利
用
料
金
　
一
泊
二
食
付
▽
大
人
三

千
円
　
▽
子
ど
も
(
四
歳
以
上
小

学
生
ま
で
)
千
五
百
円

申
込
資
格
　
区
内
に
在
住
・
在
勤
の

方
(
た
だ
し
、
二
人
以
上
で
二
泊

三
日
ま
で
で
す
)

問
合
せ
先
　
区
民
係

お早めにどうぞ

心身障害児の就学相談

来
年
四
月
に
、
小
学
校
へ
入
学
す

る
予
定
の
お
子
さ
ん
で
、
心
身
に
な

ん
ら
か
の
障
害
の
あ
る
方
の
就
学
相

談
を
、
次
の
と
お
り
行
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
就
学
相
談
は
、
お
子
さ
ん

の
佃
性
に
合
4
だ
教
育
を
行
な
う
た

め
の
も
の
で
す
。

申
込
方
法
　
竜
話
で
ど
う
ぞ
。
く
わ

し
い
案
内
S
を
お
送
り
し
ま
す
。

申
込
・
問
合
せ
先
　
教
育
セ
ン
タ
ー

内
教
青
相
談
室
　
　
(

五
九
一

九

五
三
一
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冬
に
そ
な
え
て
…
…

各
種
ス
ポ
ー
ツ
・

行
事
に
参
加
し
よ
う

区
民
体
力
テ
ス
ト

日
時
　
十
一
月
二
十
五
日
(
日
)
午

前
十
時
～
午
後
二
時
三
十
分

会
場
　
千
寿
第
四
小
学
校

參
加
資
格
　
満
十
八
歳
以
上
の
区
内

在
住
・
在
勤
・
在
学
者

※
運
動
に
適
し
た
服
装
で
参
加
し
て

く
だ
さ
い
。

種
目
　
血
圧
測
定
、閉
眼
片
足
立
ち
、

反
復
横
と
ひ
、
垂
直
と
び
、
ジ
グ

ザ
グ
ド
リ
ブ
ル
、
仰
臥
上
体
お
こ

し
、
立
位
体
前
屈
、
踏
台
昇
降
、

参
力
、
急
歩
、
総
合
判
定

申
込
　
当
日
会
場
に
て
受
付

問
合
せ
先
　
体
育
課

区
民
ロ
ー
ド

レ
ー
ス
大
会

日
時
　
十
二
月
十
六
日
(
日
)
午
前
(

時
(
小
雨
・
雪
決
行
)
な
お
、

雨
天
の
場
合
は
十
二
月
二
十
四
日
(

日
)
に
順
延

場
所
　
荒
川
河
川
敷
右
岸
(
西
新
井

橋
～
江
北
橋
閧
)

資
格
　
区
内
在
住
・
在
動
・
在
学
者

種
目
　
中
学
・
高
校
・
一
般
・
壮
年

の
部
(
距
離
は
一
冫
～
五
J
)

申
込
期
間
　
十
二
月
五
日

申
込
・
間
合
せ
先
　
鮖
別
・
氏
名
・

年
齢
・
電
話
番
号
を
記
入
の
う
え

往
復
(
ガ
キ
ま
た
は
、
直
接
体
育

課
(
〒
圃
千
住
一
丿
五
〇
)
へ
。

※
な
お
、
三
十
五
歳
以
上
の
出
場
者

は
、
一
週
間
以
内
の
健
康
診
断
書
を

必
ず
当
日
受
付
に
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。フ

ァ

ミ

リ

ー

ス

キ

ー

教

室

期
間
　
十
二
月
二
十
(
日
朝
発
～
十

二
月
三
十
一
日
夜
帰
着
(

三
泊
四

日
)
往
復
列
車
利
用

場
所
　
新
洞
県
小
出
ス
キ
ー
場

対
象
　
小
学
生
五
年
以
L

、
一
人
で

も
参
加
で
き
ま
す
。

会
費
　
小
学
生
・・・
二
万
二
千
円
、
中

学
生
以
上
・・一
二
万
六
千
円
(
昼
食

お
よ
び
貸
ス
キ
ー
料
金
暈
含
む
。

た
だ
し
、
中
学
生
以
上
で
ス
キ
ー

持
参
者
は
四
千
円
馘
)

募
集
人
員
　
五
十
名
(
定
員
に
な
り

次
等
締
切
)

申
込
方
法
　

十
一
月
一一
十

冐

か
ら

受
け
付
け
ま
す
の
で
現
金
を
添
え

て
体
育
課
ま
で

主
催
　
足
立
区
体
育
指
導
委
員
会

問
合
せ
先
　
体
育
課

健

康

・

体

力

づ

く

り

の

講

座

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
で
は

、
健
康

づ
く
り
の
分
野
で
ご
活
躍
の
先
生
を

迎
え
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
ま

す
。日
頃
、各
種
ス
ポ
ー
ツ
ー
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
を
継
続
し
て
い
る
方
、
こ
れ

か
ら
何
か
運
動
を
始
め
よ
う
と
思
っ

て
い
る
方

、ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時
　
十
二
月
九
日
(
日
)
午
前
九

時
～
正
午

場
所
　
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
大

会
議
室

内
容
　
運
動
、
ス
ポ
ー
。ツ
医
学
・
栄

養
の
各
部
門
専
門
講
師
に
よ
る
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム

参
加
費

無
料

対
象
　
十
(
歳
以
上
の
区
民

定
員
　
五
十
名
(
定
員
に
な
り
次
第

締
切
)

申
込
・
問
合
せ
先
　
直
接
ま
た
は
I

話
で
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
I

(
　
八
瓦
九
1
(

匸

匸

へ

。

野

球

チ

ー

ム

の

登

録

更

新

を

区
営
野
球
場
使
用
抽
選
会
に
必
要

な
昭
和
五
十
四
年
の
登
録
証
の
有
効

期
限
は
十
二
月
末
日
ま
で
で
す
。昭

和
五
十
五
年
分
の
登
録
証
の
更
新
を

受
け
付
け
ま
す
の
で
、
お
忘
れ
な
く

お
受
け
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間
　
十
二
月
十
口
か
ら
常
時

受
け
付
け
ま
す
。

登
録
資
格
　
区
民
で
作
っ
て
い
る
チ

ー
ム
か
、
区
内
に
会
社
、
商
店
等

が
あ
っ
て

、
そ
の
従
業
員
で
作
っ

て
い
る
チ
ー
ム

登
録
方
法
　
体
育
課
に
備
え
つ
け
の

登
録
用
紙
に
、
所
要
事
項
を
記
入

の
う
え
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
引

ざ
替
え
に
、
登
録
証
を
お
わ
た
し

し
ま
す
。
な
お

、更
新
の
時
は
、旧

登
録
証
も
必
ず
ご
持
参
く

だ
さ

い
。

※
抽
選
会
終
了
後
は
、
登
録
証
の
有

無
に
か
か
わ
ら
ず
、
フ
リ
ー
に
貸
出

し
ま
す
。

問
合
せ
先
　
体
育
課

「
成
人
の
日
」の
集
い

成
人
の
日
を
記
念
し
て
、
区
で
は
　

筬
人
の
集
い
"
芒
月
十
五
日
に

行
な
い
ま
す
。
該
当一
す
る
方
に
、
年

賀
状
で
ご
案
内
し
ま
す
。

対
象
者
　
昭
和
三
十
四
年
四
月
二
口～

昭
和
三
十
五
年
四
月
一
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
方
。

問
合
せ
先
　
文
化
係

吹
奏
楽
の
夕
ベ

第
二
回
足
立
吹
奏
楽
団
演
奏
会

日
時
　
十
二
月
六
日
(
木
)
午
後
六

時
開
場
(
六
時
三
十
分
開
演
)

場
所
　
文
化
会
館

演
奏
　
足
立
吹
奏
楽
団

曲
目
　
ホ
ル
ス
ト
組
曲
一
番
、
古
典

序
曲
他

※
入
場
は
無
料
で
す
。

問
合
せ
先
　
江
沢
和
男
　
(
(

六
-

四
(
二
五

国際児童年記念作文
コンクール入賞作発表

少年の部・一般の部

国
際
児
童
年
を
記
念
し
た
区
民
大

会
が
、
十
一
月
十
(
日
(
日
)
に
足
立

区
文
化
会
館
で
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
で
、
国
際
児
竃
年
記
念

作
文
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
作
の
発
表
と

表
彰
式
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
入
貢

者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

□
少
年
の
部

区
長
賞
　
影
山
光
明

新
田
小
学
校

六
年

教
育
委
員
会
賞
　
谷
口
展
郎

弥
生

小
学
校
五
年

国
際
児
童
年
賞
　
上
野
目
明
栗
原

に小
学
校
六
年

入
選

▽
た
か
は
し
ひ
で
ゅ
き

千

寿
第
(
小
学
校
一
年
　
▽
臼
倉
和

美

綾
瀬
小
学
校
二
年
　
▽
伝
田

か
よ
　
弥
生
小
学
校
三
年
　
▽
擒

カ
ツ
エ
　
栗
原
北
小
学
校
五
年

▽
宮
沢
唯
征
　
弥
生
小
学
校
五
年

▽
坂
間
美
紀

弥
生
小
学
校
五
年

▽
芦
葉
康
之

千
寿
第
二
小
学
校

三
年
　
▽
石
橋
頼
佳
　
千
寿
第
二

小
学
校
五
年
　
▽
知
久
智
子

亀

田
小
学
校
六
年
　
▽
伊
藤
伸
一

平
野
小
学
校
六
年
　
▽
松
田
順
一

寺
地
小
学
校
六
年
　
▽
金
子
佳
江

栗
原
小
学
校
六
年
　
▽
石
川
由
美

子

北
一二
谷
小
学
校
六
年

▽
水

野
麻
美
　
東
渕
江
小
学
校
六
年

▽
石
川
め
ぐ
み
　
鬩
原
中
学
校
三

年
　
▽
東
海
林
好
美

花
保
中
学

校
二
年
　
▽
佐
野
律
子
第
十
三
中

学
校
二
年
　
▽
栗
原
智
恵
子
　
千

寿
第
四
小
学
校
五
年
　
▽
前
鳥
祐

子

東
伊
興
小
学
校
六
年
　
▽
石

庠
文
子
　
新
田
中
学
校
二
年

□
一
般
の
部

区
長
賞
　
川
口

京
子

教
育
委
員
会
賞
　
宮
西
富
美
子

画
際
児
童
年
賞
　
鳥
村
富
江

入
選
　
▽
木
村
徳
夫
　
▽
岩
本
京
子

▽
山
越
さ
だ
子
　
▽
永
田
千
代
子

▽
小
倉
つ
だ
子
　
▽
柿
沼
信
子

区
長

賞
受
賞
作
(

少
年
の
郤
)

「
幸

せ

っ

て

な

ん

だ

ろ

う

」

影
山
光
明
　
新
田
小
学
校
六
年

六
十
二
万
八
千
人
の
足
立
区
民
の

中
の
親
子
三
人
小
さ
な
小
川
の
水
に

も
押
し
流
さ
れ
て
し
ま
い
そ
う
な
ご

く
平
凡
な
家
庭
の
一
員
で
あ
る
ぱ
く

に
と
っ
て
の
幸
せ
と
は
、
何
で
あ
ろ

う
か
。

ぽ
く
は
、
ほ
し
く
て
た
ま
ら
な
か

っ
た
物
が
手
に
入
っ
た
時
や
、
テ
ス

ト
で
百
点
が
取
れ
た
時
な
ど
は
う
れ

し
く
な
っ
て

、
ぽ
く
は
な
ん
て
幸
せ

な
ん
だ
ろ
う
と
思
う
。
し
か
し
、
よ

く
考
え
る
と
自
分
の
欲
望
だ
け
が
、

一
時
的
に
崗
足
し
た
に
す
き
な
い
。

ぱ
く
の
父
や
母
は
「
お
ま
え
が
幸

せ
に
な
れ
ば
良
い
」
と
口
に
し
な
が

ら
け
ん
め
い
に
働
い
て
い
る
が
、
こ

れ
は
、
ぽ
く
の
将
来
の
た
め
に
犠
牲

的
な
幸
せ
に
対
す
る
考
え
方
の
よ
う

な
気
が
す
る
。

父
や
母
の
少
年
か
ら
青
年

時
代

は
、人
が
人
を
差
別
し
、迫
害
し
、
罪

の
な
い
多
く
の
人
々
か
命
を
落
し
て

い
っ
た
「
戦
争
」
が
く
り
返
さ
れ
、

不
幸
な
、
そ
し
て
残
酷
な
時
代
で
そ

だ
っ
て
き
た
の
だ
か
ら
も
う
少
し
、

自
分
の
体
を
い
た
わ
り
な
が
ら
働
い

て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
る
。

夏
休
み
の
あ
る
日
、
谷
川
岳
に
行

っ
た
時
、
二
人
連
れ
の
お
ば
あ
さ
ん

か
山
を
な
か
め
て
い
た
。

そ
れ
を
見
て
父
は

「
お
ぱ
あ
さ
ん
達
、
と
て
も
幸
せ

そ
う
だ
ね
」
と
い
っ
た
。

ぽ
く
が
、
ど
う
し
て
、
と
聞
く
と

「
あ
の
笑
順
を
見
て
ご
ら
ん
。
長

い
人
生
に
、
苦
し
い
事
、
悲
し
い
事

が
あ
っ
だ
ろ
う
け
ど
、
今
日
は
、
友

達
と
山
歩
き
を
楽
し
ん
で
い
る
。
お

父
さ
ん
も
将
来
、
あ
の
よ
う
な
気
持

に
な
り
た
い
ね
」

父
は
、
他
人
の
幸
せ
そ
う
な
様
子

に
、
自
分
の
幸
福
を
見
つ
け
て
い
る

の
だ
ろ
う
か
。

今
の
ぽ
く
達
は
、
ほ
し
い
物
が
何

で
も
手
に
入
る
し
、
テ
レ
ビ
を
通
じ

て
、
い
ろ
い
ろ
な
事
が
ら
を
知
る
こ

と
も
で
き
る
。
こ
の
よ
う
に
、
め
ぐ

ま
れ
た
時
代
な
の
に
、
ぽ
く
と
同
じ

年
代
の
友
連
が
自
分
か
ら
侖
を
落
と

す
ニ
ュ
ー
ス
を
聞
く
と
、
な
ぜ
そ
ん

な
気
持
ち
に
な
る
か
不
思
磁
で
な
ら

な
い
。

あ
ま
り
め
ぐ
ま
れ
す
ぎ
て
い
る
の

で
、
世
の
中
に
あ
ま
え
す
き
て
い
る

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
現
在
の
幸

せ
は
、
「
人
間
に
は
、
自
由

か

あ

り
、
人
関
と
し
て
一
人
一
人
の
権
利

に
は
、
差
は
な
い
」

と
い
う
考
え
に
さ
さ
え
ら
れ
、
こ

の
よ
う
な
考
え
に
な
る
ま
で
に
は
、

た
く
さ
ん
の
犠
性
が
は
ら
わ
れ
て
き

た
事
を
学
ぴ
、
自
分
を
も
っ
と
大
切

に
し
た
い
と
思
う
。

ニ
ュ
ー
ス
な
ど
で

、
ベ
ト
ナ
ム
難

民
や
戦
争
で
に
け
ま
と
っ
て
い
る
子

供
達
を
見
る
時
、
日
本
に
生
ま
れ
て

良
か
っ
た
と
思
う
。

こ
の
よ
う
に
、
人
間
の
幸
せ
、
不

幸
せ
の
感
じ
方
は
い
ろ
い
ろ

あ

る

が
、
毎
日
た
だ
な
に
け
な
く
く
ら
し

て
い
る
家
庭
の
中
に
あ
る
よ
う
な
気

が
し
た
。
ぽ
く
は
、
両
親
の
う
で
に

守
ら
れ
、
暖
く
は
ぐ
く
ま
れ
育
っ
て

い
る
。
こ
の
幸
せ
を
い
つ
ま
で
も
大

切
に
し
た
い
。 完

成
間
近

広
報
映
画
「生
活
施
設
編
」

区
で
は
、
ひ
と
り
で
も
多
く
の

方
々
に
、
区
政
を
正
し
く
知
っ
て

も
ら
う
目
的
で
、
昭
和
四
十
(
年

度
か
ら
広
報
映
画

貳

た
も
の
足

弃

シ
リ
ー
ズ
を
製
作
し
て
い
ま

す
。
本
年
度
は
、
第
七
作
目
と
し

て
、
「
生
活
施
設
編
」
が
製
作
さ

れ
て
い
ま
す
。

こ
の
「
生
酒
施
設
編
」
は
、
皆

さ
ん
が
生
活
す
る
な
か
で
、
関
係

の
深
い
施
設
、
ぜ
ひ
利
用
し
て
も

ら
い
た
い
施
設
な
ど
が
多
く
登
場

し
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
映
画

に
登
場
し
な
い
施
設
も
、
だ
れ
で

も
簡
単
に
利
用
で
き
ま
す
。

ま
た
、
今
回
の
映
画
の
な
か
で

は
、施
設
の
案
内
役
と
し
て
、漫
才

の
ぶ

ン
ト
ー
ル
イ
ス
ふ

登
場
し
、

あ
の
ユ
ー
モ
ラ
ス
な
口
調
で
、
次

々
に
施
設
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

十
二
月
末
に
は
製
作
も

終
了

し
、
来
年
一
月
二
十
五
日
に
公
開

試
写
会
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

そ
の
後
、8
ミ
リ
映
画
と
し
、

映
写
機
(
カ
セ

ヴ
ト
式
な
の
で
、だ

れ
で
も
簡
単
に
写
せ
ま
す
)
と
共

に
無
料
で
貸
し
出
し
を
し
ま
す
。

ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

そ
の
他
に
、
「
施
設
編
」
「
四

季
編
」
「
区
役
所
の
し
ご
と
」
「
防

災
編
」
「
健
康
・
ス
ポ
ー
ツ
綢
」

「
環
境
編
」
が
あ
り
、
子
ど
も
向

け
に
は
、
デ
ィ
ズ
ニ
ー
の
ま
ん
が

映
画
が
あ
り
ま
す
。

区
内
に
在
住
・
在
動
の
方
な
ら

ど
な
た
で
も
ご
利
用
で
き
ま
す
。

電
話
で
広
報
課
に
予
約
し
て
く
だ

さ
い
。

―
環
七
沿
線
に
お
す
ま
い
の
方
ヘ
―

住
宅
防
音
工
事
補
助
の
追
加
募
集

都
で
は
、
こ
の
ほ
ど
居
住
期
間
の

要
件
を
ゆ
る
め
て
、
住
宅
防
音
工
事

の
補
助
を
希
望
さ
れ
る
方
の
追
加
募

集
を
行
な
い
ま
す
。
こ
の
募
集
に
申

し
込
み
の
で
き
る
方
は
、
次
の
諸
要

件
に
該
当
す
る
方
に
隕
り
ま
す
。
こ

の
要
件
に
、該
当
す
る
方
の
補
助
は

、

今
回
の
募
集
で
終
り
ま
す
。

補
助
の
対
象
と
な
る
住
宅
　
琿
七
通

り
に
面
す
る
木
造
の
住
宅
で
、
敷

圸
が
、
環
七
通
り
に
接
し
て
い
る

住
宅
ま
た
は
、
同
等
と
認
め
ら
れ

る
住
宅
、

補
助
を
受
け
ら
れ
る
方
　
昭
和
五
十

一
犀

二
月
一
日
現
在
、
現
住
所
地

に
居
住
し
、▽
寝
た
き
り
老
人
(
都

の
支
給
す
る
手
当
の
受
給
者
)
ま

た
は
、心
身
障
客
者
(
児
)
(
国

、都

の
支
給
す
る
手
当
の
受
給
者
)
か

同
居
し
て
い
る
世
帯
　
▽
所
得
が

都
の
定
め
る
基
準
以
下
の
世
帯

補
助
の
範
囲
　
一
戸
当
り
一
室
百
三

十
五
万
円
以
内
。
た
だ
し
コ

エ
歳

未
滴
児
、六
十
五
歳
以
上
の
老
人
、

心
身
障
害
者
(
児
)
が
同
居
す
る

五
人
以
上
の
世
帯
に
つ
い
て
は
二

室
二
百
五
十
万
円
以
内

受
付
期
間
　
十
二
月
百
～
十
二
月

十
日

申
込
方
法
　
区
公
害
課
に
備
え
て
あ

る
申
込
用
紙
に
記
入
し
、住
民
票
、

本
年
度
住
民
税
課
税
証
明
I
を
愍

え
て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
合
せ
先
　
公
害
課

、ま
た
は

都
公
害
局
大
気
保
全
部
管
理
課
(

を
二
一
四
-
七
四
一
一
)

ご 参 加 く だ さ い

青少年指導者一般研修会

日
時
　
十
二
月
(
日
(
土
)
午
後
一
時

三
十
分
～
四
時
三
十
分

場
所
　
千
寿
第
一
小
学
校

参
加
対
象
　
育
成
会
員
・
P
T
A
・
町

会
・
自
治
会
・
青
少
年
対
策
地
区
委

員
会
等
の
役
員
ま
た
は
委
員
の
方
・

そ
の
他

研
修
方
法
　
講
演
と
話
し
合
い
(
分
科

会
形
式
)

分
科
会
テ
ー
マ
　
▽
子
ど
も
会
と
青
少

年
対
策
地
区
委
員
会
　
▽
子
ど
も
会

と
町
会
、
自
治
会
　
▽
子
ど
も
会
と

学
校
お
よ
び
P
T
A
　
▽
子
ど
も
会

と
育
成
会
　
▽
こ
れ
か
ら
の
子
ど
も

公
申
込
期
間
　
十
二
月
一
日

問
合
せ
先
　
青
少
年
係

ご 来 場 く だ さ い

若 人 の 祭 典

日
時
　
▽
前
夜
祭
=
・
十
一
月
二
十
五
日

(
日
)
午
後
四
時
～
九
時
(
ダ
ン
ス

パ
ー
テ
ィ
ー
等
)

▽
祭
典
=
・
十
二
月
一
日
(
土
)
午
後

六
時
～
九
時
・
二
日
(
日
)
午
前
九

時
?
午
後
九
時
(
模
擬
店
・
コ
ン
サ

ト
ト

ー
バ
ザ
ー
・
も
ち
つ
笆
・
う
た

ご
え
・
サ
ー
ク
ル
活
動
発
表
等
)

会
場

青
年
館

主
催
　
若
人
の
祭
典
実
行
委
員
会
、
足

立
サ
ー
ク
ル
連
合

問
合
せ
先
　
青
少
年
丐

ま
た
は
青
年

館
(
　
(

九
〇
!
O
O

六
こ

中央図書館郷土資料室

横 山 家 資 料 展

横
山
家
は
代
々
地
漉
紙
問
屋
と
し
て

松
屋
の
名
で
知
ら
れ
た
千
住
四
丁
目
の

旧
家
で
す
。

同
家
所
蔵
の
山
岡
鉄
舟
筆
の
看
板
、

使
用
し
た
印
、印
箱
、銭
箱
、
そ
ろ
ぱ

ん
、
硯
箱
、
棚
卸
帳
な
ど
を
始
め
と
し

て
、
水
車
利
用
の
丸
火
鉢
、版
木
利
用

の
角
火
鉢
、
豪
華
な
錦
絵
な
ど
七
十
六

点
が
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
三
月
末
日

ま
で
開
催
中
。

く
わ
し
く
は
、
中
央
図
一
館
(
　
(

四
〇一
四
六
四
六
)
へ
。

明
る
い
選
挙
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

入

選

作

品

展

区
内
小
中
学
校
の
児
童
・
生
徒

の
皆
さ
ん
か
ら
多
数
の
応
募
作
品

が
あ
り
ま
し
た
。審
査
の
結
果
優

秀
な
作
品
を
展
示
し
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

期
間
　
十
一
月
二
十
六
日
主
二
十

場
所
　
区
役
所
一
階
ロ
ビ
ー
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フォ卜ニユース
区では、いろいろな行事を行なっています。ここに掲載
した写真を、ご希望の方は広報課までどうぞ。

苗木の無料配布

11月1 日に竹の塚 第
六号公園で、苗木の無
料配布が 行なわれました。
年 々、緑が 少なくなつて
い ますが、皆 さんで 縁の
あるまちづくりを 。

施設見学会

今年度、 いままで実施
しました施般見学会のう
ち、お年寄りの 見学会9 月27
日と千佳宿探般10月30日

のスナップを載せてみまし
た。

区民第運動会

10月10日に荒川 河川敷
で、区民大運助会が行
なわれ まし た。
青空のもと オリンピッ

ク顔まけの好記録・珍
記録が生まれ、楽しい
一日を過した。

⑨
な
か
な
か
入
ら
な
い
な
ァ
ー

⑩

私
、
ス
マ
ー
ト

で
し
ょ
う

⑪
区
長
も
一
緒
に
応
援

⑫
ゴ
ー
ル
ま
で
、
あ
と
一
息

⑬小型、暁の

超特急

⑭まだまだ若いゾ!

年
金
を
受
け
ら
れ
る

最
後
の
機
会
で
す

■
特
例
納
付
制
度

国
民
年
金
の
強
制
加
入
者
で
あ
っ

て
国
民
年
金
に
未
加
入
の
方
、
加
入

し
て
い
て
も
未
納
が
多
い
た
め
将
来

年
金
が
受
け
ら
れ
な
い
方
に
対
し
、

時
効
に
な
っ
て
納
め
ら
れ
な
い
過
去

の
保
険
料
(
免
除
期
間
を
除
く
)
を
昭

和
五
十
五
年
六
月
三
十
日
ま
で
に
、

未
納
月
一
ヵ
月
に
つ
き
四
千
円
で
納

め
る
こ
と
の
で
き
る
制
度
で
す
。

年
金
を
受
け
ら
れ
る
最
後
の
チ
ャ

ン
ス
で
す
。
保
険
料
の
納
め
忘
れ
の

あ
る
方
は
、
こ
の
機
会
に
納
め
て

、

確
実
に
年
金
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

■
保
険
料
の
融
資
を
し
ま
す

国
民
年
金
に
未
加
入
心黔

、
加
入

し
て
い
て
も
未
納
の
多
い
方
に
対
し

て
、
一
度
に
多
額
の
保
険
料
納
付
に

お
困
り
の
時
、
足
立
区
と
区
内
金
融

檜
関
か
協
力
し
て
、
九
月
一
日
か
ら

足
立
区
国
民
年
金
特
例
納
付
保
険
料

の
融
賢
制
度
を
始
め
ま
し
た
。
次
の

要
領
で
行
な
い
ま
す
の
で
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

利
用
で
き
る
方
　
区
内
に
居
住
し
、

特
例
納
付
で
き
る
方
と
配
偶
者
。

ま
た
は
、
同
居
す
る
扶
養
義
務
者
(

未
成
年
者
は
除
く
)
で
、
次
の

要
件
に
該
当
の
方

▽
区
内
で
の
居
住
年
数
が
一
年
以
上

の
方

▽
動
続
(
営
業
)
年
数
が
三
年
以
上

の
方

▽
年
収
が
百
五
十
万
円
以
上
で

、
収

入
が
安
定
し
て
い
る
方

▽
過
去
に
信
用
事
故
が
な
い
方

▽
融
資
取
扱
店
の
定
め
る
基
準
に
合

致
し
て
い
る
方

※
融
賢
基
準
は
、
融
賢
を
希
望
す
る

金
融
機
関
(
信
託
銀
行
・
労
働
金
庫
・

農
協
・
郵
便
局
を
除
く
)
へ
直
接
お

問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

利
用
条
件
　

国
民
年
金
特
例
納
付
屎

険
料
に
限
る
。

く
わ
し
く
は
、
国
民
年
金
課
へ

。

改
正
さ
れ
ま
し
た

福
祉
手
当
の
支
給
額

福
祉
手
当
(
国
制
度
)
の
支
給
月

額
が
、
(
月
一
日
よ
り
、
従
来
の
六

千
二
百
五
十
円
か
ら
(
千
円
に
改
正

さ
れ
ま
し
た
。
改
正
後
の
手
当
支
給

は
、
十
一
月
期
支
払
分
以
降
と
な
り

ま
す
。

な
お
十
一
月
期
支
払
い
分
は
、
十

一
月
十
日
頃
指
定
の
口
座
に
振
込
ま

れ
て
い
ま
す
。

問
合
せ
先
　
援
護
係

老
人
医
療
証
の

交
付
申
請
を

区
内
在
住
の
満
六
十
五
歳
以
上
の

方
で
、
ま
だ
老
人
医
療
証
を
交
付
さ

れ
て
い
な
い
方
は
申
請
を
し
て
く
だ

さ
い
。
老
人
医
療
証
の
交
付
を
受
け

る
と
、医
療
費
の
自
己
負
担
額
の
う

ち
保
険
診
療
分
が
公
費
で
助
成
さ
れ

ま
す
。

交
付
を
受
け
ら
れ
な
い
方

▽
社
会
保
険
の
被
保
険
者
・
本
人

▽
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
方

▽
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
な
い
方

▽
前
年
中
の
所
得
が
制
限
額
を
超
え

る
方
(
左
図
参
照
)

申
請
・
問
合
せ
先
　

医
療
助
成
係

昭和54年度所得制限額表

梅
島
・
梅
田
地
区

水
洗
化
が
可
能
に
な
り
ま
す

現
在
、
区
内
各
所
で
下
水
道
工

事
が
着
々
と
進
め
ら
れ
て
い
ま
す

が
、
こ
の
た
び
、
次
の
地
域
の
工

事
終
了
に
と
も
な
い
、
十
一
月
五

日
か
ら
水
洗
化
が
可
能
と
な
り
ま

し
た
。
そ
し
て
、
こ
の
地
域
に
お

住
ま
い
の
方
に
は
、
三
年
以
内
に

水
洗
化
の
工
事
を
し
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
ま
す
。

水

洗

化

可

能

地

城

▽
梅
島
一
丁
目
・
=
四
・
五
・
(
・

九
・
匸
一
・
二
(
・
二
〇
～
二

二
番
の
全
部
、
一
二
一
・
六
・

七
・
一
〇
こ
一
こ
=
了
一
五
・

一
七
～
一
九
・
二
三
～
二
五
・

二

七
!

二
四

・

三

六

番

の

一

郎

▽

梅

島

二

丁

目
・
・・
七
・
(

・
一

四
・

一
七
・
一
(
番
の
一
部

▽
梅
島
三
丁
目
上
一
二
三
・

二
九
・
三
七
・
四
一
番
の
全
部
、

七
・
九
・
一
〇
・
一
四
・
一
五
・

一
(
～
二
七
・
三
〇
～
三
六
・

三
{
?

四
〇
・
四
二
・
四
三
番

の
一
郎

▽
梅
田
四
丁
目
・
=
三
〇
?
四
一
番

の
全
部
、
一
〇
～
}
二
・
一
四
・

一
九
・
二
四
・
二
九
番
の
一
部

▽
梅
田
五
丁
目
・
二
～
二
四
番
の

全
部
、
二
五
ヱ

ー
(
番
の
一
部

▽
梅
田
六
丁
目…
二
〇
・
ニ
ー
・

・
三
〇
～
三
三
番
の
一
一
郎
。

く
わ
し
く
は
、
下
水
道
局
小
管

支
所
(
　
六
〇
一
〒
(
(
二
二
)

ま
た
は
第
二
庁
舎
下
水
道
課
へ
。

水洗化可能区域お 気 軽 に

時 局 講 演 会

区
と
東
京
商
工
会
議
所
足
立
支
部
で

は
、
総
選
挙
後
の
政
局
に
つ
い
て
専
門

家
を
招
弌

時
局
講
演
会
を
開
催
し
ま

す
。

日
時
　
十
一
月
二
十
百
(
水
)
午
後

二
時
～
四
時

場
所
　
竹
の
塚
セ
ン
タ
ー
内
社
会
教
育

館
大
ホ
ー
ル

講
師
　
岡
村
和
夫
氏
(
N
H
K
解
説
委

員
)

演
題
　
転
換
期
を
迎
え
た
政
局
の
展
望

問
合
せ
先
　
商
工
係
、
ま
た
は
東
京
商

工
会
議
所
足
立
支
部
(
　
(
(
一
-

九
二
〇
〇
)
へ
。
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保健・衛生

あ んない

成
人
病検

診

日
本
人
の
死
亡
順
位
で
、
卜
J
プ

を
占
め
る
成
人
病
(

心
臓
病
、
脳
卒

中
、
高
血
圧
、
糖
尿
病
等
)
の
早
期

発
見
お
よ
ひ
予
防
を
目
的
と
し
た
成

人
病
検
診
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
な

お
、冐
ガ
ン
検
診
は
含
ま
れ
ま
せ
ん
。

□
千
住
保
健
所

日
時
　
毎
週
金
曜
日
午
後
一
時
～

三
時
三
十
分

対
象
　
膺
三
十
歳
以
上
の
区
民

費
用
　
五
千
円
程
度
(

検
診
項
目
数

で
費
用
の
増
減
が
あ
り
ま
す
)

申
込
方
法
　
一
話
予
約

申
込
・
問
合
せ
先
　
千
住
保
健
所
業

務
係
　
　

八
(
(
一

四
二
七
七

□
保
健
セ
ン
タ
ー

日
時
　
毎
週
水
曜
日
　
午
前
九
時
～

十
時

対
象
　
囀
三
十
歳
以
上
の
区
民

費
用
　
五
千
円

検
診
項
目
　
心
電
図
、
眼
底
、
胸
部

X
繃
な
ど
約
三
十
項
目

申
込
方
法
　
電
話
予
約

申
込
・
問
合
せ
先
　
保
健
セ
ン
タ
ー

(
五
五
-
四
一
五
一

成
人
病

予
防
教
室

高
血
圧
は
、
い
ろ
い
ろ
な
成
人
病

の
原
因
と
な
り
ま
す
。
高
血
圧
の
予

防
に
は
、
日
常
生
活
や
食
生
活
の
改

善
が
重
要
で
す
。

日
時
　
十
二
月
四
日
(
火
)
午
後
一

時
三
十
分
～
四
時

場
所
　
足
立
保
健
所
講
堂

内
容
　
高
血
圧
の
原
因
、
高
血
圧
予

防
の
日
常
生
活
と
食
生
活

※
当
日
、直
接
会
場
へ
お
い
で
く
だ

さ
い
。

問
合
せ
先
　
足
立
保
健
所
　
　
(
五

五
-
四
一
五
一

看
護
教
室

ご
家
庭
に
病
人
が
で
き
た
と
き
の

看
護
の
方
法
に
つ
い
て
、
実
技
を
入

れ
て
お
話
し
し
ま
す
。

日
時
　
第
一
日
目
…
十
一
月
二
十
八

日
(
水
)
、第
二
日
目
=
・
十
二
月

三
日
(
月
)
、時
間
は
い
ず
れ

も
、午
後
一
時
三
十
分
～
四
時

場
所
　
千
住
保
健
所
講
堂

内
容
　
映
画
、
冬
に
向
か
っ
て
脳
卒

中
の
予
防
、
全
身
膺
拭
(
実
技
)
、

体
位
交
換
と
ね
ま
き
の
着
せ
方
、

肩
こ
り
予
防
体
操

定
員
　
三
十
名

申
込
方
法
　
一

話
予
約

申
込
期
限
　
開
催
日
の
前
日
ま
で

申
込
・
問
合
せ
先
　
千
住
保
健
所
　

(
(
(
-

四
二
七
七

精
神
衛
生相

談

日
時
　
毎
月
第
一
木
昭
日
　
午
後
一

時
三
十
分
～
ー
時
三
十
分

場
所
　
江
北
保
健
相
談
所

担
当
　
専
門
医
(
費
用
無
料
)

申
込
方
法
　
一

話
予
約

申
込
・
問
合
せ
先
　
江
北
保
健
相
談

所
　
(

九
六
-
四
〇
〇
四

妊
婦
さ
ん
の
た
め
の

栄
養
講
習
会

□
中
央
本
町
保
健
相
談
所

日
時
　
十
一
月
二
十
七
日
(
火
)

午
後
一
時
三
十
分
～
二
時
三
十
分

内
容
　
妊
娠
中
の
食
事
と
調

理

実

廣
、
妊
娠
中
毒
症
、貧
血
予
防
食

、

授
乳
中
の
栄
養
に
つ
い
て

場
所
　
中
央
本
町
保
健
相
談
所

定
員
　
先
一
三
十
名

費
用
　
無
料

申
込
・
間
合
せ
先
　
中
央
本
町
保
健

相
談
所
　
　
(
(

〇
-
一
一
六
五

□
東
和
保
健
相
談
所

テ
ー
マ
　

妊
娠
中
の
食
事
の
と
り
方

日
時
　
十
二
月
三
日
(
月
)
午
後
一

時
三
十
分
～
二
時
三
十
分

場
所
　
東
和
保
健
相
談
所

内
容
　
食
事
診
断

、
貧
血
・
妊
娠
中

毒
症
予
防
の
食
事
、
調
理
実
習

申
込
方
法
　
竜
話
予
約

費
用
　
無
料

問
合
せ
先
　
東
和
保
健
相
談
所

六
〇
六
一

四
一
七
一

公
害
病
の

認
定
申
請

当
区
が
、
環
境
庁
よ
り
大
気
汚
染

地
域
に
指
定
さ
れ
て
以
来
、
今
年
の

十
二
月
で
四
年
に
な
り
ま
す
。
現
在

区
内
に
は
、
公
害
病
患
者
と
し
て
認

定
さ
れ
た
方
々
が
、
約
三
千
三
百
名

い
ま
す
。
最
近
、
大
気
の
状
態
か
か

な
り
改
善
さ
れ
て
き
て
い
る
と
は
い

え
、
な
お
思
者
の
数
は
増
加
の
傾
向

に
あ
り
ま
す
。

大
気
汚
染
に
よ
り
呼
吸
器
系
の
病

気
に
か
か
り
、
現
在
医
師
の
治
療
を

受
け
て
い
る
方
は
、
公
害
病
の
認
定

申
請
が
で
き
ま
す
の
で
、
お
早
め
に

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

公
害
病
に
指
定
さ
れ
て
い
る
病
気

慢
性
気
管
支
炎
・
気
管
支
ぜ
ん
息
・

ぜ
ん
息
性
気
管
支
炎
・
肺
気
腫
と

こ
れ
ら
の
続
発
症

腿
定
申
爾
で
き
る
方
　
①
申
請
時
に

現
に
区
内
に
居
住
し
て
い
る
方
　

②
申
請
時
に
現
に
区
内
に
通
勤
通

学
(
通
常
一
日
(
時
間
以
上
)
し

て
い
る
方

※
以
上
の
方
で
区
内
に
一
定
期
間
居

住
ま
た
は

、
通
動
通
学
し
て
い
る
こ

と
が
要
件
と
な
り
ま
す
。

認
定
申
請
の
際
に
必
要
な
も
の

▽
医
師
の
診
断
書
お
よ
ぴ
そ
の
領

収
一
　

▽
住
民
票
(
出
張
所
窓
口

で
診
断
書
を
提
示
す
る
と
、
無
料

で
交
付
さ
れ
ま
す
)
　

▽
健
康
保

険
証
　
▽
預
金
通
帳
(
患
者
が
十

五
歳
未
膺
の
場
合
は
保
護
者
名
儀

の
通
帳
、
十
五
歳
以
上
の
場
合
は

本
人
名
儀
の
通
帳
)
　

▽
印
か
ん

問
合
せ
先
　
公
害
病
禰
償
認
定
係

区民カレンダー
( 12月1日～31日)

将

棋

大

会

日
時
　
十
二
月
九
日
(
日
)
午

前
九
時
三
十
分
～
午
後
四
時

場
所
　
動
労
福
祉
会
館

対
象
　
区
内
在
住
・
在
勤
の
I

般
勤
労
者

定
員
　
先
一

七
十
名

実
施
要
領
　
A

・
B
ク
ラ
ユ
の

佃
人
戦

申
込
期
間
　
十
一
月
二
十
一
日
～

三
十
日

申
込
・
問
合
せ
先
　
直
接
ま
た

は
電
話
で
動
労
福
祉
会
館
(
　
(

四
〇
一

二
五
二
五
)
へ

町
ぐ
る
み
で

ネ
ズ
ミ
退
治
を

ネ
ズ
ミ
は
、
食
物
を
食
い
荒
ら

し
た
り
、
病
原
菌
を
運
ん
で
く
る

な
ど
、
わ
た
し
た
ち
に
悪
い
害
を

お
よ
ぽ
し
ま
す
。

区
で
は
、
十
二
月
か
ら
来
年
三

月
中
旬
ま
で
を
ネ
ズ
ミ
駆
除
期
間

と
し
て
、
衛
生
班
を
編
成
し
、
公

共
的
な
発
生
場
所
の
駆
除
作
業
を

行
な
い
ま
す
。

ま
た
、
各
ご
家
庭
か
ら
発
生
す

る
ネ
ズ
ミ
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ご
家

庭
で
自
主
的
に
駆
除
し
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、

十
一
月
中
に
町
会
、
自
治
会
を
通

じ
殺
そ
剤
を
配
布
す
る

予
定
で

す
。な

お
、
区
の
衛
生
班
で
は
、
駆

除
の
ご
相
談
や
駆
除
用
器
具
の
賃

し
出
し
、
巡
回
指
導
な
ど
も
し
て

い
ま
す
。

ネ
ズ
ミ
の
上
手
な
退
治
法

▽
出
入
口
の
穴
や
通
路
を
根
気
よ

く
ふ
さ
き
ま
し
ょ
う
(
ネ
ズ
ミ

の
出
入
り
す
る
穴
や
通
路
は
、

き
ま
っ
て
い
る
と
い
う
習
性
が

あ
り
ま
す
)

▽
食
物
は
、
必
ず
フ
タ
付
き
の
入

れ
も
の
に
し
ま
い
、
ゴ
ミ
残
飯

も
き
れ
い
に
始
末

し
ま

し
ょ

う
。(
ネ
ズ
ミ
は
飢
え
に
弱
い

と
い
う
習
性
が
あ
り
ま
す
)

▽
台
所
、
押
入
、
床
下
、戸
棚

、物

置
き
な
ど
を
き
れ
い
に
掃
除
し

て

、
巣
を
つ
く
ら
せ
な
い
よ
う

に
し
ま
し
I

つ
。(
ネ
ズ
ミ
は

警
戒
心
が
強
い
と
い
う
習
性
が

あ
り
ま
す
の
で

、
安
心
し
て
繁

殖
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
)

ネ
ズ
ミ
は

、行
動
範
囲
が
広
く
、

隣
り
か
ら
隣
り
へ
と
移
り
ま
す
の

で

、
町
ぐ
る
み
で
一
斉
に
退
治
す

る
と
一
層
効
果
的
で
す
。

く
わ
し
く
は
、
衛
生
係
へ
。

新
入
学
交
通
遺
児
の
方
に
、

全
国
交
通
安
全
毋
の
会
連
合
会

か
ら
、
ラ
ン
ド
セ
ル
を
さ
し
あ

げ
ま
す
。
該
当
す
る
方
は
、
十

一
月
三
十
日
ま
で
に
、
交
通
安

全
係
へ
ど
う
ぞ
。

児
童
厚
生職

員
募
集

職
種
　
児
童
厚
生

勤
務
先
　
区
内
の
児
童
館
、学
童
保

育
室

資
格
　
満
三
十
歳
未
満
の
女
子
で

、

次
の
い
ず
れ
か
の
賢
格
、
免
杵
を

有
す
る
方
、
ま
た
は
昭
和
五
十
五

年
三
月
末
日
ま
で
に
取
得
見
込
み

の
方

▽
保
母
賢
格
　
▽
幼
稚
園
教
諭
免

許
　
▽
小
・
中
・
高
等
学
校
教
諭

免
杵
　
▽
四
年
大
学
で
教
育
学
・

心
理
学
・
社
会
学
等
を
履
習
し
学

士
の
称
号
を
有
す
る
方

募
集
人
員
　
若
千
名

申
込
方
法
　
十
二
月
五
日
ま
で
に
、

履
歴
帯
を
一
通
提
出
の
こ
と

申
込
・
問
合
せ
先
　
人
事
係

掲
示
板

パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
の出

張

相

談

日
時
　
毎
月
第
二
・
第
四
木
曜
日

午
後
一
時
～
四
時

場
所
　
区
第
二
庁
舎
会
磁
室

対
象
　
区
内
在
住
の
女
性

内
容
　
パ
ー
ト
の
求
人
求
職
相
談

問
合
せ
先
　
足
立
公
共
職
業
安
定

所
　
(
(

二
-

匸
一
(
七

短

期

技

能

講

習

会

日
時
　
十
一
月
二
十
六
日
～
十
二

月
十
日
　
毎
週
月
・
水
・
金
曜
(

延
七
日
闃
)
　

午
後
六
時
～
(

時
三
十
分

場
所
　
江
戸
川
高
等
職
業
訓
練
校

内
容
　
自
動
車
保
険
の
知
識
と
実

際
定
員
　
四
十
五
名

受
講
料
　
千
円

申
込
受
付
　
十
一
月
十
三
日
～
二

十
二
日
　
午
前
九
時
～
午
後
八

時
(
土
曜
日
は
正
午
ま
で
)

申
込
・
問
合
せ
先
　
江
戸
川
高
等

職
業
馴
練
校
(
江
戸
川
区
中
央

ニ
ー
三
一
一
二
七
　

六
五
三
-

一
四
四
二
)

精

神

陣

害

者

の

た

め

の

相

談

日
時
　
十
一
月
二
十
五
日
(
日
)

午
後
一
時～
五
時

場
所
　
梅
鳥
会
館
二
階
(
梅
鳥
三

上

〒

五
)

問
合
せ
先
　
足
立
精
神
障
害
者
家

族
会
「
あ
し
な
み
会
」
　
　

四

六
〇
⊥
(
三
〇
九
・・・
昼
　
(

九

〇
上
二
四
(

丁
=
夜

同

和

問

題

映

画

と

講

演

の

集

い

日
時
　
十
二
月
四
日
(
火
)
1
1
'場

午
後
十
二
時
三
十
分

場
所
　
九
段
会
館
ホ
ー
ル
(
千
代

田
区
九
段
階
一
上
(
I

五
)

開
催
趣
旨
　
人
権
週
間
に
ち
な
み

同
和
問
題
普
及
啓
も
う
活
助
の

一
環
と
し
て
実
施

対
象
　
一
般
都
民
・
企
業
関
係
者
・

行
政
関
係
者

定
員
　
先
着
千
二
百
三
十
(
名

内
容
　
映
画
上
映
「
コ
ユ
モ
ス
の

咲
く
街

」
、
講
演
「
差
別
を
考

え
る
」
作
家
井
上
ひ
さ
し
氏

入
場
料
　
無
料

問
合
せ
先
　
東
京
都
総
務
局
同
和

対
策
都
(
　

二
匸
〒

五
一
一

一
)

、
東
京
法
務
局
人
権
擁
護

部
(
　

三

四
⊥
(
二
三
一
)

年

末

調

整

説

明

会

区
と
足
立
・
西
新
井
税
務
署
で

は
、
昭
和
五
十
四
年
分
給
与
所
得

の
年
末
調
盤
、
住
民
税
給
与
支
払

報
告
書
等
の
提
出
に
つ
い
て

、
脱

明
会
を
行
な
い
ま
す
。

区
内
事
業
所
・
会
社
等
の
給
与

取
扱
関
係
の
万
は
、
ぜ
ひ
ご
出
席

く
だ
さ
い
。

日
時
・
場
所
　
左
表
の
と
お
り

問
合
せ
先
　
課
税
課
特
別
徴
収
係

ま
た
は
各
税
務
署

T・TO　235, 000


